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6
　令和６年度の決算がまとまり、９月議会定例会で承認されました。
　町民の皆さんに納めていただいた税金や国から交付された地方交付税などがどのように使われたか、
また、池田町の財政状況はどうなっているかなど概要をお伝えします。
※増減は令和５年度と比較したものです。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
51
億
４
９
２
２
万
円
（
２
・
５
％
減
）、
歳
出
が
50
億
６
２

５
７
万
円
（
２
・
８
％
減
）
で
、
翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し
分
を
除
く
実
質
収
支
は
４
５
６
５
万
円
の
黒

字
で
し
た
。（
決
算
額
に
は
借
換
債
１
億
２
２
４
０
万
円
を
含
め
て
い
ま
す
）

黒
字
額
は
４
５
６
５
万
円
だ
け
な

の
？

歳
出
の
中
に
は
、
将
来
に
備
え
た

積
立
が
２
億
７
９
０
０
万
円
含
ま

れ
て
い
ま
す
（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
の
基
金

欄
参
照
）。
仮
に
そ
の
積
立
を
し
な
か
っ

た
場
合
、
黒
字
額
は
３
億
２
４
６
５
万
円

と
な
り
ま
す
。

実
質
収
支
の
２

分
の
１
以
上
は
財

政
調
整
基
金
に
繰

り
入
れ
、
残
り
は

純
繰
越
金
と
し
て

翌
年
度
へ
繰
り
越

す
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
黒
字
を
多

く
出
す
と
財
政
調

整
基
金
や
純
繰
越

金
が
大
き
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
町

で
は
実
質
収
支
が

５
０
０
０
万
円
程

度
と
な
る
よ
う
、

公
共
施
設
等
整
備

基
金
に
積
み
増
す

な
ど
の
調
整
を

図
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
大
き
な
割
合
を
占
め
る
町
税
は
、
国
の
政
策
と
し
て
実
施
し
た
定

額
減
税
の
影
響
な
ど
に
よ
り
１
７
７
７
万
円
の
減
（
△
１
・
８
％
）、
そ
の
他
の

自
主
財
源
で
は
、
多
く
の
方
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
）
を

い
た
だ
い
た
ほ
か
、
池
田
町
で
は
初
め
て
と
な
る
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
た
寄
付
を
大
東
建
託
株
式
会
社
か
ら
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
と

し
て
は
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
繰
入
金
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
自
主
財
源
全
体

で
は
５
７
７
１
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
普
通
交
付
税
が
４
年
連
続
と
な
る
再
算
定
に
よ
り
追
加
交
付
さ

れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
２
４
５
４
万
円
の
増
（
＋
１
・
０
％
）、
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
国
の
政
策
と
連

動
し
て
い
る
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
が
減

少
し
た
こ
と
か
ら
国

庫
支
出
金
は
１
億
３

４
６
４
万
円
の
減

（
△
24
・
９
％
）、
県

支
出
金
は
４
７
２
２

万
円
の
増
（
＋
14
・

７
％
）、
町
債
は
災

害
関
連
の
起
債
や
臨

時
財
政
対
策
債
が

減
っ
た
こ
と
か
ら
６

０
６
０
万
円
の
減

（
△
27
・
６
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

※１自主財源　町が自主的に収入にできる財源　　※２依存財源　国や県から交付される財源など

町税
9億4,319万円
18.3％ 5,810万円

1.1％

使用料
および
手数料

その他

4億881万円  7.9％

地方交付税
24億848万円 
46.8％

国庫支出金
4億634万円
7.9％

県支出金
3億6,773万円
7.2％

町債
1億5,910万円
3.1％

※1

※2

自主財源
14億1,010万円
27.3％

依存財源
37億3,912万円
72.7％

その他
地方譲与税、
地方消費税交付金、
地方特例交付金など
3億9,747万円  7.7％

寄付金、繰入金、
繰越金、諸収入など

歳入決算額
51億4,922万円

歳出決算額
50億6,257万円

形式収支 8,665万円

繰り越すべき財源
4,100万円

実質収支
4,565万円
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公
営
企
業
会
計

は
独
立
採
算
が
原

則
で
、
民
間
企
業

と
同
様
に
事
業
収

益
で
運
営
す
る
会

計
で
す
。

水
道
事
業
と
下

水
道
事
業
が
あ

り
、
ど
ち
ら
も
黒

字
で
し
た
。

義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費

は
前
年
度
と
比
べ
５
２
０
２
万

円
の
増
（
＋
５
・
５
％
）、
公

債
費
は
前
年
度
と
比
べ
３
５
５

８
万
円
の
減
（
△
４
・
６
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
で
は
、
普
通
建

設
事
業
費
は
２
１
６
４
万
円
の

増
（
＋
９
・
６
％
）、
災
害
復

旧
事
業
費
は
５
１
５
５
万
円
の

減
（
△
89
・
８
％
）
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
前
年

度
に
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
て
実
施
し
た
物
価
高
騰

対
策
事
業
の
終
了
な
ど
に
よ
り

補
助
費
が
２
億
１
９
７
万
円
の

減
（
△
17
・
８
％
）、
積
立
金

は
ふ
る
さ
と
納
税
が
増
加
し
た

こ
と
も
あ
り
１
４
４
４
万
円
の

増（
４
・
４
％
）と
な
り
ま
し
た
。

補
助
費
が
大
幅
に
減
少

特
別
会
計
は
一
般
会
計

と
区
分
し
、
特
定
の
収
入

と
支
出
で
経
理
を
行
う
会

計
で
す
。
令
和
６
年
度
は

す
べ
て
の
特
別
会
計
で
黒

字
で
し
た
。

会計名 歳入額 歳出額 差引額

国民健康保険特別会計

9億7,555万円 9億6,848万円 707万円

自営業の方や他の医療保険に加入されない方のた
めの医療保険給付、特定健診等の保険事業の実施
●被保険者：1,819人（1,264世帯）
●保険給付の状況：7億134万円

会計名 歳入額 歳出額 差引額
後期高齢者医療会計特別 1億9,237万円 1億9,203万円 34万円
工場誘致等特別会計 608万円 0万円 608万円

会計名 事業収益 事業費用 差引利益
水道事業会計 2億3,266万円 1億8,204万円 5,062万円
下水道事業会計 4億3,575万円 3億6,639万円 6,936万円

人件費
9億9,951万円
19.7％

公債費
7億4,124万円
14.6％

扶助費
4億9,355万円
9.7％

物件費
7億8,785万円
15.6％

補助費等
9億3,379万円
18.5％

繰出金
4億4,724万円
8.8％

維持補修費
6,452万円  1.3％

普通建設事業費
2億4,723万円  4.9％

義務的経費
22億3,430万円
44.0％

投資的経費
2億5,306万円

5.0％

その他の経費
25億7,521万円
51.0％

積立金
3億4,181万円
6.8％

災害復旧事業費
583万円  0.1％

福祉の充実
15億4,576万円
（30.5％）

町の運営
10億7,868万円
（21.3％）

町の借入金返済
7億4,124万円
（14.6％）

教育・文化の振興
4億8,645万円（9.6％）

農林水産業の振興 3億692万円（6.1％）
健康・衛生の推進 2億5,633万円（5.1％）

消防・防災対策 2億1,527万円（4.3％）

商工・観光の振興
1億2,150万円
（2.4％）

その他
6,257万円
（1.2％）

道路・公園などの整備 2億4,785万円（4.9％）
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町
債
に
は
、
財
政
負
担
の

平
準
化
と
世
代
間
の
負
担
公

平
を
図
る
と
い
う
２
つ
の
機

能
が
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
決
算
の
町
債

（
借
金
）
の
残
高
は
、
一
般

会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企

業
会
計
合
わ
せ
て
62
億
９
６

５
６
万
円
で
す
。
町
民
１
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
70

万
円
に
な
り
ま
す
。（
令
和

７
年
３
月
31
日
現
在
人
口
９

０
６
１
人
で
算
出
）

過
去
５
年
間
の
推
移
を
み

る
と
、
町
債
残
高
は
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。

町
民
一
人
あ
た
り
の

 

町
債
の
残
高
は
70
万
円

基
金
は
経
済
の
急
激
な
変

化
で
大
幅
な
税
収
減
に
見
舞

わ
れ
る
、
あ
る
い
は
災
害
が

発
生
す
る
な
ど
と
い
っ
た
思

わ
ぬ
支
出
、
多
額
の
経
費
が

か
か
る
公
共
施
設
の
整
備
な

ど
の
特
定
の
目
的
を
持
っ
て

積
み
立
て
る
「
貯
金
」
で
す
。

令
和
６
年
度
は
、
公
共
施

設
等
整
備
基
金
に
２
億
９
０

０
万
円
、
減
債
基
金
に
７
０

０
０
万
円
を
積
み
立
て
る
こ

と
が
で
き
、
基
金
全
体
で
は

３
億
２
５
０
８
万
円
増
え
27

億
８
４
４
５
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

令
和
元
年
度
ま
で
は
、
大

型
事
業
等
で
基
金
を
取
り
崩

し
た
た
め
減
り
続
け
ま
し
た

が
、
歳
出
見
直
し
や
地
方
交

付
税
の
増
な
ど
に
よ
り
令
和

２
年
度
以
降
増
加
に
転
じ
て

い
ま
す
。

基
金
残
高
は

　
27
億
円
台
ま
で
回
復

【その他特定目的基金の内訳】

公共施設等整備基金 14億3,556万円

てるてる坊主の
ふるさと応援基金 2億7,762万円

福祉基金 1億323万円

土地開発基金 2,188万円

てるてるぼうず
作詞者浅原六朗基金 1,689万円

スポーツ振興基金 925万円

森林環境譲与税基金 874万円

ふるさと・水と土基金 552万円

※国民健康保険および公営企業の積立金は含まれていません

町債残高の推移

基金残高の推移

財政調整基金　　　減債基金　　　その他特定目的基金

下水道事業会計

水道事業会計

簡易水道事業特別会計
（R4まで）

一般会計

うち臨時財政対策債※
※国から交付されるべき地方
交付税の不足分を補うため
に設けられているもので、
元利償還金相当額が全額交
付税措置されます。

0

20

40

60

80

100
（億円）

R2 R3 R4

計94.6
計88.8

計79.7

19.9 19.4 17.8

52.3

0.4

41.5

49.8

0.2

38.4

44.1

0.1

35.1

0.4 0.4
0.4

R5 R6

計70.6
計62億9,656万円

15.9

38.6

0.4

31.6

32億9,090万円

13億8,170万円

29億7,549万円

3,017万円

R2 R3 R4 R5 R6

4.8
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1.1

6.1

5.0

2.2

10.8

5.3

2.0

13.8

5.6

2.5

16.2

5億8,076万円

3億2,500万円

18億7,869万円

計27億8,445万円

計24.3

計21.1

計18.0

計12.0

（億円）

（年度末）

（年度末）
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「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
地
方
公
共

団
体
は
毎
年
度
、
実
質
的

な
赤
字
や
将
来
負
担
に
か

か
る
指
標
（
健
全
化
判
断

比
率
）
と
、
公
営
企
業
会

計
ご
と
の
資
金
の
不
足
額

の
度
合
い
を
表
す
指
標

（
資
金
不
足
比
率
）
を
議

会
に
報
告
し
、
公
表
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
と
は
、
毎
年
経
常
的
に
支
出
さ
れ

る
経
費（
人
件
費
、扶
助
費
、公
債
費
な
ど
）の
た
め
に
、

町
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
の
「
経
常
一
般
財
源
」
と

呼
ば
れ
る
経
常
的
な
収
入
が
ど
れ
だ
け
充
て
ら
れ
た

か
を
示
す
比
率
で
す
。
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
自
由

に
使
え
る
お
金
が
多
く
、
臨
時
的
な
財
政
需
要
に
も

対
応
で
き
る
余
力
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
87
・
４
％
で
５
年
度
よ
り
０
・
２

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
せ
先
】
総
務
課

財
政
係

℡（
６
２
）
３
１
３
１

「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」は、一般会計等および
全会計の合計で黒字となったため比率は表示されません。
「実質公債費比率」は、単年度数値は前年度より1.9ポイント下
がり10.6％となり、過去３年間の平均値は前年度より0.2ポイ
ント下がり11.9％でした。
「将来負担比率」は、将来負担額より充当可能な財源が多かっ
たため表示されません。

健全化判断比率

　公営企業会計の資金不足割合から経営状況の
深刻度を見る比率です。
　すべての会計で資金不足はありませんでした。

資金不足比率

近年の大型事業等の実施による町債の借入増加により、実質公債費比率は
高めで推移しています。
18％以上で町債の発行に県知事の許可が必要となり、25％以上で一部の

町債発行が制限されます。
令和13年度までのシミュレーションでは、このまま減少していく見通し

ですが、事業導入に際しては慎重に判断していく必要があります。

類似団体とは人口や産業構造で地方公共団体を分類したもので、当町は「Ⅱ-２」グルー
プとなっています。構造が近い類似団体間で指標を比較することによって、各市町村
の財政力等の状況がより明確になり、今後の町政運営の一つの目安になります。

指　標 指標の意味 令和６年度 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 一般会計等の赤字から財政運営の深刻
度を見る比率 － 15.0％ 20.0％

連結実質赤字比率 全会計の合計が赤字の場合算出される
率で財政運営の深刻度を見る比率 － 20.0％ 30.0％

実質公債費比率 借金の返済額などの大きさから、資金
繰りの危険度を見る比率 11.9％ 25.0％ 35.0％

将 来 負 担 比 率 一般会計等の負債の残高から、将来の
財政への圧迫度を見る比率 － 350.0％ －

実質公債費比率の推移

経常収支比率の推移

池田町　　　　類似団体内平均値

会計名 令和６年度 経営健全化基準
水道事業会計 －

20.0％
下水道事業会計 －

（年度）R2 R3 R4 R5 R6

12.1 12.6 12.1 12.1 11.9

0

5

10

15

20

25
（％）

89.4

（年度）R2 R3 R4 R5 R6

（％）

81.7
85.1

87.2 87.4

90.2

83.6
86.9 87.8

70

75

80

85

90

95

100
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　池田町は、大正４年、町制施行により旧池田町村が池田町として発足し今年で 110 年を迎えました。ま
た昭和30年４月1日、会染村との合併から70年、昭和32年３月31日、広津村、陸郷村の一部の編入合併、
東筑摩郡明科町の一部（中之郷・鵜山地区）の境界変更から 68 年がそれぞれ経過しました。
　この記念の年をお祝いするため、11 月８日（土）に記念式典を挙行しますので、ぜひ皆さんお誘いあわ
せのうえ、ご来場ください。

日　時　　令和７年 11月８日（土） 午前９時 30分～ 11時 15 分
場　所　　池田町交流センターかえで
内　容　　・高瀬中の生徒による意見発表
　　　　　・長野県警察音楽隊によるコンサート等
その他　　申込不要、参加費無料
問合せ先　総務課企画係　℡（６２）３１３１

《同日開催のイベント》
　◆交流センターかえで
　　午前 10 時～午後４時 第 27回図書館まつり（11 月９日も開催） ※詳細は 11 ページ
    問合せ先：池田町図書館　℡（６２）５６５９

　　午前 11 時 30 分～正午 功績者表彰技能功労者褒賞式典
    問合せ先：総務課総務係　℡（６２）３１３１

　　午後１時～午後２時 30 分 第 35回交通安全・防犯町民大会啓発セミナー
    交通安全・防犯啓発セミナーポスター展示等
    交通安全防犯ポスターコンクール表彰式・防犯講演会
    問合せ先：住民課環境係　℡（６２）２２０３

　　午後３時～午後４時 岡麓を偲ぶ講演会
    問合せ先：岡麓を偲ぶ友の会 代表　薄井孝彦　℡（６２）５０９３

　◆商業等活用エリア（交流センターかえで東側）
　　午前 10 時～午後２時 えびす講感謝祭
    問合せ先：池田町商工会　℡（６２）５０８５

　

町
制
１
１
０
周
年
・
合
併
70
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
安
曇
野
東
山
包

美
術
館
で
は
、
「
世
界
文
化
遺
産　

富
士
山　

遠
藤 

桂　

写
真
展
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

《
日
時
》
11
月
12
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

《
会
場
》
安
曇
野
東
山
包
美
術
館

《
入
場
料
》

　

池
田
町
民
・
中
学
生
以
下
は
無
料

　

一
般
５
０
０
円

《
休
館
日
》
木
曜
日

【
問
合
せ
先
】

　

安
曇
野
東
山
包
美
術
館

　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
５
０
７
８

富士山  写真展富士山  写真展

池田町町制施行110周年・池田町町制施行110周年・
合併70周年記念式典 合併70周年記念式典 のお知らせのお知らせ
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９
月
25
日
に
、
今
年
度
１
０
０

歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
を
町
長
が
直

接
お
祝
い
す
る
た
め
、
町
内
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
希
望
の

あ
っ
た
お
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

町
長
が
お
一
人
お
ひ
と
り
に

「
１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
祝
い
の
言

葉
を
添
え
て
、
総
理
大
臣
の
祝
い

状
と
記
念
品
、
町
か
ら
の
長
寿
祝

い
金
を
渡
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ご
本
人
や
そ
の
ご
家
族
と
１
０
０

歳
を
迎
え
た
思
い
や
、
長
寿
の
秘

訣
な
ど
の
話
題
で
和
や
か
に
交
流

し
ま
し
た
。

　

祝
い
状
を
受
け
取
っ
た
市
山
福

子
さ
ん
（
一
丁
目
）
は
「
長
生
き

し
た
の
は
池
田
の
水
が
よ
か
っ
た

か
ら
。
山
あ
り
谷
あ
り
の
人
生

だ
っ
た
が
、
大
勢
の
方
に
助
け
ら

れ
１
０
０
歳
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
感
謝
し
て

い
る
。
や
り
た

い
こ
と
は
す
べ

て
や
ら
せ
て
も

ら
っ
た
。
今
が

一
番
幸
せ
」
と

笑
顔
で
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

現
在
の
食
生

活
は
朝
食
に
玄

米
フ
レ
ー
ク
、
夕
食
に
納
豆
、
め

か
ぶ
な
ど
決
ま
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を

決
ま
っ
た
時
間
に
食
べ
て
い
る
と

の
こ
と
。
ま
た
、
音
楽
が
好
き
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
を
聞
い
た
り
、
音
楽

番
組
を
観
た
り
、
時
に
は
夜
10
時

か
ら
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
し
ま
い
、

夜
中
の
１
時
に
寝
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　

町
長
は
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

方
が
元
気
な
と
こ
ろ
が
池
田
町
の

い
い
と
こ
ろ
。
見
習
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
」
と
こ
れ
ま
で
の
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
１
０
０
歳
の
お
祝
い
の

対
象
と
な
っ
た
方
は
15
人
で
し

た
。
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

【
問
合
せ
先
】

　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

国
で
は
、
毎
年
11
月
を
「
児
童
虐
待
防
止
月

間
」
と
定
め
、
児
童
虐
待
の
防
止
に
関
わ
る
広
報

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
児
童
虐
待
の
通
告
を
知
ろ
う

　

法
律
に
よ
り
、
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児

童
を
発
見
し
た
者
は
、
速
や
か
に
市
町
村
や
児
童

相
談
所
に
通
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
か
ど
う
か
の
判
断
は
必
要
な
く
、
通
告
者

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
匿
名

で
の
通
告
も
可
能
で
す
。
児
童

虐
待
は
保
護
者
を
責
め
る
行
為

で
は
な
く
、
子
ど
も
を
守
る
行

為
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
児
童
虐
待
を
知
ろ
う

　

虐
待
に
は
４
種
類
あ
り
ま
す

（
下
図
参
照
）
。
虐
待
は
こ
ど

も
の
心
身
の
成
長
や
将
来
の
人

格
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
行
為
で
す
。

　

児
童
虐
待
は
未
然
に
防
ぐ
こ

と
や
、
起
き
て
し
ま
っ
た
場
合

こ
ど
も
へ
の
影
響
が
少
な
く
な

る
よ
う
早
期
対
応
が
重
要
で
す

の
で
、
児
童
虐
待
通
告
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

◆
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
護
者
や
こ
ど

も
自
身
の
生
活
上
の
悩
み
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
虐
待
を
受
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
」
「
困
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た

子
育
て
世
帯
の
ご
家
族
や
地
域
の
方
か
ら
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

100歳を祝う　～これからもお元気で！～100歳を祝う　～これからもお元気で！～

ライフでのお祝いの式

市山さん宅にて

こ
ど
も
の
命
や
権
利
を
守
る
た
め

　
　

児
童
虐
待
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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地球温暖化防止　経費削減のため　地球温暖化防止　経費削減のため　
もえるごみ 50％削減を目指しましょうもえるごみ 50％削減を目指しましょう

　

日
常
の
分
別
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
空

き
缶
と
金
属
類
の
出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
ま
し

た
。

　

正
し
く
分
別
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
リ
サ
イ
ク
ル

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
資
源
を
有
効
に
活
用
で
き
ま
す
。

　

空
き
缶
と
は
、
人
の
口
に
入
る

食
品
や
飲
料
が
入
っ
て
い
た
も
の

で
、
缶
に
は
「
ス
チ
ー
ル
マ
ー

ク
」
か
「
ア
ル
ミ
マ
ー
ク
」
の
ど

ち
ら
か
が
付
い
て
い
ま
す
。

① 

中
を
よ
く
洗
う  

　

汚
れ
て
い
る
と
腐
敗
や
腐
食
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

洗
浄
が
不
十
分
だ
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
際
に
選
別
作
業

が
増
え
、
再
利
用
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

② 

ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶
は
同
じ
袋
へ  

　

処
理
施
設
で
性
質
に
応
じ
て
磁
石
で
鉄
を
含
む
ス

チ
ー
ル
缶
と
磁
石
が
効
か
な
い
ア
ル
ミ
缶
を
区
別
で
き

る
の
で
、
同
じ
袋
で
出
し
て
も
ら
っ
て
構
い
ま
せ
ん
。

③ 

つ
ぶ
せ
る
缶
は
つ
ぶ
す  

　

つ
ぶ
し
に
く
い
缶
は
そ
の
ま
ま
で

も
結
構
で
す
が
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の

つ
ぶ
し
や
す
い
缶
は
つ
ぶ
し
て
出
す

と
、
か
さ
ば
ら
ず
保
管
や
収
集
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

④ 

ふ
た
（
キ
ャ
ッ
プ
）
は
外
し
て
出
す  

　

ふ
た
や
キ
ャ
ッ
プ
が
付
い
た
ま
ま
だ
と
、
中
身
が

残
っ
て
い
る
か
が
分
か
り
に
く
く
、
臭
気
の
原
因
や
回

収
時
の
飛
散
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
必
ず
外
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
ス
プ
レ
ー
缶  

　

中
身
が
残
っ
て
い
る
と
収
集
車
内
で
爆
発
や
炎
上
の

危
険
が
あ
り
ま
す
。
使
い
切
れ
な
か
っ
た
場
合
は
周
囲

に
火
の
気
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
中
身
を
空
に
し
て

か
ら
穴
を
あ
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
危
険
物
（
針
、
カ
ッ
タ
ー
の
刃
、
釘
、
包
丁
な
ど
）  

　

そ
の
ま
ま
で
は
袋
を
破
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
細

か
い
も
の
は
空
き
缶
な
ど
に
入
れ
て
封
を
し
、
テ
ー
プ

に
「
針
」
や
「
カ
ッ
タ
ー
の
刃
」
な
ど
と
記
載
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
包
丁
な
ど
の
大
き
な
も
の
は
、
刃
の

部
分
を
厚
紙
な
ど
で
包
み
、
他
の
金
属
類
の
一
番
上
に

な
る
よ
う
に
し
て
見
え
る
状
態
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
外
せ
る
も
の
は
、
で
き
る
だ
け
外
す  

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
、
紙
な
ど
が
付
い
て
い

る
場
合
は
取
り
外
せ
る
も
の
は
外
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
持
ち
手
が
取
り
外
せ
な
い
鍋
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど

は
、
そ
の
ま
ま
金
属
と
し
て
指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

空
き
缶
・
金
属
類
は
、
出
す
前
の
下
準
備
を
丁
寧
に

行
う
ほ
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
場
で
の
手
間
が
減
り
、

資
源
と
し
て
の
再
利
用
が
進
み
ま
す
。
特
に
、
ス
プ

レ
ー
缶
の
中
身
を
き
ち
ん
と
処
理
す
る
こ
と
、
危
険
物

の
適
切
な
包
み
方
・
表
示
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
合
せ
先
】
住
民
課　

環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

空
き
缶
・
金
属
類
は
分
別
し
ま
し
ょ
う

空
き
缶
・
金
属
類
は
分
別
し
ま
し
ょ
う

空
き
缶
と
は

空
き
缶
と
は

出
し
方
の
基
本

出
し
方
の
基
本

金
属
類
の
出
し
方

金
属
類
の
出
し
方

安
全
と
衛
生
の
た
め
に

安
全
と
衛
生
の
た
め
に
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【
問
合
せ
先
】総
務
課  

移
住
定
住
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

　

現
在
、
池
田
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
12

人
。
こ
の
協
力
隊
通
信
も
年
に
１
回
程
度
に
担
当

に
な
る
ほ
ど
、
に
ぎ
や
か
な
人
数
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
活
動
が
異
な
る
た
め
会
う
機
会
が

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
月
に
１
度
集
ま
る
定

例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
協

力
し
合
っ
た
り
な
ど
、
回
数
は
多
く
な
く
と
も
関

わ
り
を
持
ち
合
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

移
住
定
住
係
の
業
務
で
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
こ
の
夏
は
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し

た
。
中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
９
月

に
行
っ
た
池
田
町
に
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
を

対
象
と
し
た
「
３
泊
４
日
の
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」

で
す
。
な
ん
と
こ
の
ツ
ア
ー
に
は
30
人
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
選
考
し
た
６
人
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
や
ガ
ー
デ
ン
ハ

ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
を
摘
み
取
る
農
業
体
験
を
始
め
、

お
祭
り
の
舟
や
舞
台
曳
き
の
体
験
、
ハ
ー
ブ
と
の

触
れ
合
い
や
、
町
中
を
探
索
、
町
の
飲
食
店
で
食

事
す
る
な
ど
、
秋
の
池
田
町
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
に
と
っ
て

は
、
体
験
を
通
じ
て
「
池
田
町
の
人
と
関
わ
れ

た
」
こ
と
に
大
変
喜
ん
で
お
り
、
町
の
人
と
の
関

わ
り
が
池
田
町
へ
の
想
い
を
よ
り
強
め
る
要
素
な

の
だ
と
実
感
し
た
と
と
も
に
、
池
田
町
の
豊
か
な

資
源
に
改
め
て
惹
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ツ
ア
ー

を
行
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
参
加
し
た
方
な
ど

が
池
田
町
と
繋
が
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
よ
り
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
町
の
皆
さ
ん
に
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

武
林　

智
子

武
林　

智
子

総
務
課

総
務
課

１
年
以
上
ぶ
り
の
協
力
隊
通
信
で
す

１
年
以
上
ぶ
り
の
協
力
隊
通
信
で
す

移
住
定
住
係

移
住
定
住
係

№ 119
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９
月
６
日
に
、
第
３
回
大
北
駅
伝

大
会
が
、
池
田
町
堤
防
道
路
33
．
７

㎞
を
８
区
間
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
６
チ
ー
ム
中
６
位

と
い
う
結
果
で
し
た
が
、
小
学
生
女

子
の
区
間
で
は
太
田
菜
々
香
さ
ん

（
会
染
小
５
年
）
が
区
間
賞
を
獲
得

す
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
目
標
に

向
か
っ
て
、
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し

た
。

　

９
月
14
日
に
、
大
か
え
で
倶
楽
部

主
催
の
「
な
ん
で
も
ス
ポ
ー
ツ
体
験

会
」
を
総
合
体
育
館
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
や
ボ
ッ
チ
ャ
な

ど
新
ス
ポ
ー
ツ
と
呼
ば
れ
る
競
技
が

用
意
さ
れ
、
大
人
も
子
ど
も
も
夢
中

に
な
っ
て
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
約
80
人
の
住
民
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
だ

け
で
は
な
く
、

景
品
が
当
た
る

抽
選
会
も
行
わ

れ
、
活
気
あ
ふ

れ
る
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し

た
。

○
渡
邉  

紗
良
さ
ん
（
高
瀬
中
）

《
参
加
大
会
》

　

第
46
回
北
信
越
中
学
校
陸
上
競
技

　

大
会

《
結
果
》

　

女
子
共
通
走
り
幅
跳
び　

７
位

《
感
想
》

　

自
己
ベ
ス
ト
を
目
標
と
し
て
い
た

の
で
、
悔
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し

た
が
、
と
て
も
い
い
経
験
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

【
問
合
せ
先
】
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
７
６
５
４

第
３
回
大
北
駅
伝
大
会
結
果

第
３
回
大
北
駅
伝
大
会
結
果

　　

９
月
13
日
に
、
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

塾
の
第
５
回
講
座
「
避
難
所
体
験
〜
避
難

所
Ｒ
Ｐ
Ｇ
を
通
し
て
防
災
に
つ
い
て
学
ぼ

う
〜
」
を
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
長
野
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会
の
阿
部
今
日
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、

防
災
に
つ
い
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
用
い

た
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
避
難
所
体
験

で
は
簡
易
ト
イ
レ
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
体

験
、
新
聞
ス
リ
ッ
パ
の
作
成
や
、
じ
ゃ
が

り
こ
サ
ラ
ダ
の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
所
で
の
生

活
を
体
験
す
る
こ

と
は
な
か
な
か
で

き
な
い
の
で
と
て

も
価
値
の
あ
る
時

間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。

【
問
合
せ
先
】

　

交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
０
５
８

な
ん
で
も
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

な
ん
で
も
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

　

簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
を
基
本
と
し
た
呼
吸
で
心
身
共
に

鍛
え
ま
し
ょ
う

《
日
時
》
11
月
14
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

《
参
加
費
》
７
０
０
円

《
定
員
》
20
人

《
持
ち
物
》
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
飲
み
物

　

月
毎
決
め
た
テ
ー
マ
で
の
身
体
作
り
を
し
心
を
癒
し
ま

し
ょ
う

《
日
時
》
11
月
19
日
（
水
）
午
前
11
時
〜
正
午

《
参
加
費
》
７
０
０
円

《
定
員
》
20
人

《
持
ち
物
》
飲
み
物

　

手
作
り
の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

《
日
時
》
11
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

《
参
加
費
》
５
０
０
０
円
（
材
料
・
焼
成
費
用
含
）　

《
定
員
》
５
人

《
持
ち
物
》
タ
オ
ル
・
エ
プ
ロ
ン
・
飲
み
物

○
ピ
ア
ノ
半
額
デ
ー
11
月
は
12
日（
水
）と
13
日（
木
）で
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
先
】

　

池
田
町
創
造
館　

℡
（
６
２
）
６
０
６
５　
　

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。（
月
曜
祝
日
の
場
合
は
、翌
火
曜
休
館
）

北
信
越
大
会
出
場
選
手
の
声

北
信
越
大
会
出
場
選
手
の
声

▲号砲が鳴り、一斉にスタート

太太
極
拳
教
室

極
拳
教
室

ヨヨ
ガ
教
室

ガ
教
室

陶陶
芸
教
室　

中
級
講
座
編

芸
教
室　

中
級
講
座
編

公
民
館
か
ら

公
民
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

創
造
館
だ
よ
り

創
造
館
だ
よ
り
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☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆ 11月の休館日　３・10・17・24・25 日
　　  　　　　　　　     （25日は月末館内整理休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

まるがかけたら 神さまショッピング⼩泉セツ  世界で⼀番良きママさん
（別冊太陽 ⽇本のこころ）

池田  雅之  監修
平凡社  刊

　朝ドラ主人公のモデル ・
小泉セツ。八雲の妻として、
再話文学の語り手として、夫
と歩んだ生涯と夫妻の魂の
往還をひもとく。

武田  美穂  作・絵
理論社  刊

　まるをかけると、楽しい。
「ふうせん」「おはな」「さ
くらんぼ」いろいろなもの
になるよ。目、口、手足を
つけたら、「ぼうみたいな
ひと」になりました！

角田  光代  著
新潮社  刊

　夫にも誰にも内緒でひと
りスリランカへ向かった私
が、善き願いも悪しき願い
も叶えてくれる神さまに祈
るのは、ぜったい誰にも言
えないあの こと──。

その他の新着書
在る。　　　　　　前川ほまれ
スマホ世代の睡眠の教科書
　　　　　　　　大川匡子監修
みちゆくひと　　　　彩瀬まる
昆虫学事始　　　　奥本大三郎
天上の火焔  　　　　  遠田潤子
罪と罪　　　　　　　堂場瞬一
絵本ずかん　　　　　金柿秀幸
あおいことり　　　なかの真実

すきまガーデニング　主婦の友社編
玉三郎の「風を得て」　　　真山仁
宇宙の片すみで眠る方法　畑野智美
水は動かず芹の中　　　　中島京子
飼い犬に腹を噛まれる　　彬子女王
90歳、男のひとり暮らし　阿刀田高
小さな神のいるところ　　梨木香歩
動物の看護師さん奮闘記　安田明恵
エピクロスの処方箋　　　夏川草介
うみとねこ　　アン・モーティマー

ツバメの親⼦はどこにいる
樫崎  茜  作

水谷  有里  装画・挿絵
くもん出版  刊

　視覚障がい者の両親の
もとに生まれた兄弟の成長
を、昭和・平成・令和の時代
を通して描いた著者渾身の
家族小説。

11 ８ ９

● 「池田町と○○」展示
● クイズにチャレンジ！
● 絵本展示「アジアのむかしばなし」
● 「ぞうさん」のお絵描き展示
● おはなし会「おはなしでてこ～い!!」

● 本のリサイクル広場 ‥‥ クラフトルーム
  「交流センターかえでの会・図書館部会」の
　運営で開催します。
　※10日（月）～23日（日）はなないろスペースで
　　引き続き開催します。

午前10時～　なないろスペース
  ● ミニクラフト「パクパクをつくろう！」
  　折り紙でパクパクをつくります。

午前10時～11時30分　キッチンスペース
  ● クラフト講座
    「羊毛ボールを作ってみよう」
  　定員６人　材料代200円（要事前申込）

午前10時＆11時～　学習室
  ● 映画上映会「トムとジェリー３」
  　各回50分　入場無料（申込不要）

午後１時30分～　ホール
  ● ワークショップ『まるやまあやこさんと
    「たんぽぽのふね」をつくろう！』
絵本作家まるやまあやこさんによる読み聞かせのあ
と、動物のぬり絵で「たんぽぽのふね」をつくります。

  　定員20人　無料（要事前申込）

両日

８日

９日
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正
し
い
１
１
９
番
通
報
の
仕
方
と

「
＃
７
１
１
９
」
活
用
の
す
す
め

○
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

・
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら
緊
急
時
は
市
外

局
番
な
し
の｢

１
１
９｣
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
て

く
だ
さ
い
。

・
落
ち
着
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
次
の
こ
と
を
指

令
員
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

《
火
事
か
救
急
か
を
伝
え
る
》

《
場
所
を
正
確
に
伝
え
る
》

　

住
所
・
目
標
物
・
建
物
名
な
ど
を
は
っ
き
り

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

《
状
況
を
伝
え
る
》

【
火
事
の
場
合
】
何
が
燃
え
て
い
る
か
、
け
が

人
や
逃
げ
遅
れ
た
人
が
い
る
か
な
ど

【
救
急
の
場
合
】
意
識
の
有
無
、
け
が
の
様

子
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
な
ど

《
あ
な
た
の
名
前
と
電
話
番
号
を
伝
え
る
》

【
問
合
せ
先
】

　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

　

℡
（
６
２
）
０
１
１
９

１
１
９
番
は
「
火
事
」
や

１
１
９
番
は
「
火
事
」
や

「
救
急
」の
た
め
の
番
号
で
す

「
救
急
」の
た
め
の
番
号
で
す

【
問
合
せ
先
】北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

長
野
県
立
美
術
館
か
ら
、
中
信
地
方
ゆ
か
り
の
作
家

の
作
品
や
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
・
山
麓
の
風
景
を
描

い
た
作
品
を
借
り
受
け
、
当
館
収
蔵
作
品
と
併
せ
、
一

堂
に
展
示
し
ま
す
。
当
館
か
ら
の
眺
望
と
著
名
な
作
者

の
名
品
の
数
々
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
『
信
州
池
田
ク
ラ
フ
ト
展
２
０
２
５
』
を
今

年
も
ロ
ビ
ー
に
て
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

総
勢
11
人
の
作
家
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
生
活
に
密

着
し
た
作
品
の
数
々
を
展
示
販
売
し
ま
す
。
町
制
１
１
０
周
年
・

合
併
70
周
年
を
記
念
し
て
、
ク
ラ
フ
ト
展
参
加
作
家
の
服
部
守
正

さ
ん
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

《
会　
　

期
》　

11
月
１
日
（
土
）
〜
12
月
10
日
（
水
）

《
休
館
日
》　

月
曜
日
（
月
曜
祝
日
の
場
合
、
翌
火
曜
休
館
）

《
開
館
時
間
》　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

（
最
終
入
館
午
後
４
時
30
分
）

《
会　
　

場
》　

企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》　

一 　

般 

６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　

高
大
生 

４
５
０
円（
３
５
０
円
）

　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　
　

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

長野県救急安心センター ＃7119 に相談しましょう。  ※外国語にも対応
看護師のアドバイスが受けられます。（ダイヤル回線・IP電話回線の場合は「026-231-3021」）
受付時間　平日：19時～翌８時　土・日・祝日：８時～翌８時
こども（概ね15歳未満）は ＃8000 へ（毎日19時～翌８時まで）
緊急時は迷わず119番通報してください。
※平日の日中は、かかりつけの医療機関にご相談ください。

救急車を呼ぶか迷ったら

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館
・
長
野
県
立
美
術
館
交
流
名
品
展

『
中
信
ゆ
か
り
の
芸
術
家
と

　

北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
・
山
麓
風
景
画
展
』
開
催
！

11
月
１
日
（
土
）
か
ら

矢崎重信
《『信濃の子供』原画６ 安曇野の田植》
1943 年（長野県立美術館）
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高
瀬
中
学
校
で
は
、
10
月
３
日
に
テ
ー
マ
を

「
限
界
突
破
〜
リ
ミ
ッ
タ
ー
を
解
除
す
る
〜
」

と
し
て
第
49
回
高
瀬
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
勢
の
地
域
の
方
々
に
ご
来
校
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
生
徒
達

は
ク
ラ
ス
、
学
年
、
そ
し
て
全
校
で
協
力
し
な

が
ら
事
前
準
備
を
行
い
、
当
日
の
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
多
く
の
方
々
に
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
の

生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
「
共き

ょ
う
こ
う
と
っ
ぱ

考
突
破

〜
共
に
開
拓
者
で

あ
れ
〜
」
を
意
識

し
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
仲
間
と
共

に
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
成
果
を
糧

に
、
学
校
教
育
活

動
に
励
ん
で
い
き

ま
す
。

　

資
源
回
収
（
８
月
25
日
〜
30
日
）
へ
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

回
収
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ア
ル
ミ
缶
》　

５
８
０
㎏

《
牛
乳
パ
ッ
ク
》
３
７
０
㎏

《
収
益
金
》　
　

６
５
８
３
５
円

　

収
益
金
は
、
生
徒
会
活
動
充
実
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
先
】
高
瀬
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
１
７
１

高 瀬 中 学 校

流
木
よ
名
は
何
と
言
う
冬
隣　

　
　
　
　
　

北
原　

幻
楽
（
一
丁
目
）

歳
時
記
に
謂
は
れ
を
学
ぶ
菊
の
酒　

　
　
　

降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

秋
う
ら
ら
乗
合
の
婆
よ
く
喋
る　

　
　
　
　

荒
井
ふ
み
江
（
四
丁
目
）

安
曇
野
に
舟
の
曳
行
稲
穂
波　

　
　
　
　
　

吉
原
美
代
子
（
五
丁
目
）

秋
雨
に
気け

だ
る怠

さ
残
る
日
暮
か
な　

　
　
　
　

中
沢　

初
恵（
十
日
市
場
）

赤
と
ん
ぼ
止
ま
る
娘こ

の
子
の
指
の
先　

　
　

矢
嶋
さ
ほ
子（
十
日
市
場
）

爽そ
う
ら
い籟

や
畑
仕
事
の
小
半
日　

　
　
　
　
　
　

横
山
さ
ゆ
み
（
林　

中
）

古
傷
の
膝
の
痛
み
や
今
朝
の
冬　

　
　
　
　

平
林　

昇　

（
林　

中
）

花は
な
す
す
き芒

風
に
有あ

り
あ
け

明
山
見
え
隠
れ　

　
　
　
　

  

薄
井　

保
丞
（
南　

台
）

リ
ハ
ビ
リ
に
代だ

い
た
い替

き
か
ぬ
竹
の
春　

　
　
　

石
原　

孟　

（
南　

台
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て

ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

１月号掲載俳句募集

はがきまたはメールに作品 1 点を
記入し、11 月末日までに投稿して
ください。
作品には①地区名②氏名③電話番号
④中学生以下の方は学校名と学年を
明記してください。投稿多数の場合
は、選者により選考（10 句以内）
して掲載します。なお、選者により
語句の訂正等をさせていただく場合
がありますので、ご了承ください。

■あて先 〒 399-8696（住所不要）
　池田町総務課　総務係　
　℡ 62-3131　
　メール
　soumu@town.ikeda.nagano.jp

第第
4949
回
高
瀬
祭
を
開
催
し
ま
し
た

回
高
瀬
祭
を
開
催
し
ま
し
た

資
源
回
収
明
細
報
告

資
源
回
収
明
細
報
告
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農
業
者
年
金
は
「
農
業
者
に
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並

み
の
年
金
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
国
に

要
請
運
動
を
行
い
実
現
し
た
、
農
業
者
の
た
め
の
制

度
で
す
。

農
業
者
年
金
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

①
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
少
子
高
齢
化
時
代
に

強
い

②
事
務
経
費
は
国
が
負
担
し
て
い
る
た
め
、
支
払
っ

た
保
険
料
の
多
く
が
年
金
資
産
の
運
用
に
回
る

③
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
る

④
保
険
料
は
月
額
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の
中
で
自

由
に
決
め
ら
れ
る
（
35
歳
未
満
の
方
は
一
定
の
要

件
を
満
た
せ
ば
１
万
円
に
引
き
下
げ
可
）

⑤
一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
者
に
は
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
る

⑥
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
死
亡
一
時
金
が
あ
る

⑦
受
給
予
定
の
年
金
額
が
支
払
っ
た
保
険
料
を
下
回

ら
な
い
よ
う
に
補
て
ん
さ
れ
る
仕
組
み
が
あ
る

　

60
歳
未
満
（
国
民
年
金
任
意
加
入
者
は
65
歳
未

満
）
の
、
保
険
料
免
除
を
受
け
て
い
な
い
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

し
て
い
る
方
は
加
入
で
き
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
大
北

の
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
２
７

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
・
知
的
障
が
い
・

精
神
障
が
い
な
ど
に
よ
っ
て
、
財
産
管
理
や
契
約
等

を
自
分
で
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
の
援
助
者
＝
「
成

年
後
見
人
等
」
を
家
庭
裁
判
所
が
選
び
、
法
律
的
に

支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

意
思
決
定
に
支
援
が
必
要
な
人
が
成
年
後
見
制
度

を
活
用
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

《
日
時
》
11
月
17
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

《
メ
イ
ン
会
場
》

　

大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
大
会
議
室
」

《
サ
ブ
会
場
》

　

池
田
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
い
こ
い
の
間
」

※
各
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
接
続
し
、
同
時
配
信
し

ま
す
。

《
内
容
》
「
や
さ
し
く
わ
か
る
成
年
後
見
制
度
」

〜
意
思
決
定
に
支
援
が
必
要
な
人
の
権
利
を
守
る

た
め
に
〜

《
講
師
》
長
野
県
弁
護
士
会
ひ
ま
わ
り
長
野　
　
　

　
　
　
　

弁
護
士　

塩
野　

悠
子　

氏

　

参
加
は
無
料
で
事
前
の
申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

最
寄
り
の
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
】
北
ア
ル
プ
ス
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

（
大
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
２
２
）
１
５
５
０

　
　
　

健
康
福
祉
課　

ふ
く
し
の
相
談
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

成
年
後
見
人
制
度
へ
の

成
年
後
見
人
制
度
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
に

理
解
を
深
め
る
た
め
に

令和７年分青色決算説明会のご案内（個人事業主の皆様へ）
　税務署では、個人事業主の方の青色申告決算書の作成方法や作成に当たっての注意点などについて、青色
申告会の協力のもと、次のとおり説明会を開催いたします。

《問合せ先》　大町税務署（担当：個人課税部門）　℡（２２）０６７４
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期　　日 医療機関名 電話番号

医　
　
　

科

2日（日） 　
池田・松川 太田医院 62-1010

大町市内 野村クリニック 85-0085

3日（月・祝）
池田・松川 松本クリニック 61-5151

大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

9日（日） 　 
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 柿下クリニック 21-1230

16日（日） 　 
池田・松川 せりざわクリニック 62-3000

大町市内 遠藤内科医院 22-0031

23日（日・祝）
池田・松川 吉村医院 61-5666

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

24日（月・振）
池田・松川 みどりクリニック 62-5225

大町市内 菊地クリニック 21-2580

30日（日） 　 
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210

大町市内 小野医院 22-0047

■11月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

期　　日 行　事　名

1日（土） あづみ野いけだまちワインまつり2025

2日（日） みんなの文化祭（芸能発表）

8日（土） 町制施行110周年・合併70周年記念式典

8日（土） 交通安全・防犯町民大会啓発セミナー

8日（土） 会染小　会染地域防災参観日

8日（土）～
9日（日）

図書館まつり

9日（日）～
15日（土）

秋の火災予防運動

9日（日） 土砂災害自主避難訓練

30日（日） 粗大ごみ回収・剪定枝チップ化

※感染症等により中止となる場合があります。

■11月の主な行事

期　　日 店　　名 電話番号

1日（土） 　 （株）巧誠 0263-88-5311

2日（日） 　 スザワ設備 85-0833

3日（月・祝）（有）ニキ設備工事 090-1432-5595

8日（土） 　 ＫＯＢＡＹＡＳＨＩ設備 090-1409-3268

9日（日） 　 光住設 090-4952-9089

15日（土） 　 （株）ニイタカ 0263-34-2943

16日（日） 　 遠藤建設（株） 090-3083-1078

22日（土） 　 （株）敬陽設備 0263-88-3547

23日（日） 　 共進住設（株） 026-213-4681

24日（月・振）（株）アクア住設 0266-65-3388

29日（土） 　 ＡＬＴＥＣ（株） 0263-88-5415

30日（日） 　 （有）勝野設備工業所 62-4070

■11月の上水道休日緊急当番店

■11月の納税等

■人の動き

診
療
時
間

■医　科　　午前9時  ～  午後5時

■歯　科　　午前9時  ～  正午 （要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時  ～  午後5時30分

国保税、後期高齢⑤・固定資産税②　【納期限　12月1日（月）】
※口座振替日は 11 月 27 日 ( 木 ) です。前日までに残高の確認をお願いします。

10月1日現在　（　）内は前月比
●人　口　9,046人（－9）
　　　男　4,390人（－1）　 女　4,656人（－8）
●世帯数　4,114世帯（－1）   

期　　日 医療機関名 電話番号

歯　
　
　

科

2日（日） 　 竹内歯科医院 62-2151

3日（月・祝） 武田歯科医院（白馬村） 72-8060

9日（日） 　 佐藤歯科医院（大町市） 23-3211

16日（日） 　 グリーン歯科クリニック（大町市） 23-6666

23日（日・祝） おだ歯科（白馬村） 72-6482

24日（月・振） いいざわ歯科医院（大町市） 23-7050

30日（日） 　 あづみ野歯科（松川村） 62-2332

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬　
　
　

局

2日（日） 　 白樺薬局 62-0010

3日（月・祝）
なつめ薬局 85-0536

アイン薬局あづみ池田店 61-5021

9日（日） 　 フロンティア薬局安曇野店 61-5500

16日（日） 　 なつめ薬局 85-0536

23日（日・祝） 松川とをしや薬局 61-1527

24日（月・振） 内川薬局板取 62-9912

30日（日） 　 スヤマ薬局あいそめ 62-0208

広報いけだ 15



広
報
い
け
だ

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、池田町総務課総務係　℡ 62-3131 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
令
和
７
年
10
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
５
年
11
月
号
（N

o.709

）
発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

総
務
課　

総
務
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３-

６

印
刷　

有
限
会
社
北
辰
印
刷　

  

℡
０
２
６
１
（
６
２
）
３
１
３
１　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１
（
６
２
）
９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w
w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

soum
u@
tow
n.ikeda.nagano.jp

《

有

料

広

告

欄

》

「こどもがまんなか応援サポーター宣言」アクションプランを発表！「こどもがまんなか応援サポーター宣言」アクションプランを発表！

　この宣言は、こども家庭庁が掲げる「こどもまんなか社会」、こどもや子育て中の方々を応援するといっ
た社会全体の意識改革を後押しする取り組みに賛同するものです。第１期池田町こども計画の４つの基本目
標を「こどもがまんなか応援サポーター宣言」として掲げ、令和７年度は以下の「こどもがまんなかアクショ
ンプラン」に取り組みます。町全体でこどもや子育て世代を温かく支える雰囲気づくりを進め、住み続けた
い、子育てがしたいと思えるような町を目指します。

【問合せ先】健康福祉課　こども家庭センター　℡（６１）５０００
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